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偏光回折格子[1]は、Full-Stokes偏光イメージ

ング[2]やビームステアリング[3]などの要素素

子として利用されている。一般的に、偏光回折

格子は一軸異方性を示す液晶などの異方性媒

体を周期的に配置して作製され、異方性の大き

さと行程長（垂直入射時は単に厚さ）の積、す

なわちリタデーションが半波長のときに 100%

の回折効率を達成する。しかしながら、入射角

が変わると、光波に影響する異方性の大きさが

位置によって変化し、行程長も変化する。した

がって、偏光回折格子の回折効率や回折光の偏

光状態は入射角依存性を有する。そのため、私

たちは、一軸異方性媒体の代わりに二軸異方性

を示す高分子液晶を用いて作製することで、回

折特性の入射角依存性を緩和できないか調査

した。 

偏光回折格子は波長に対する厚さによって

振舞いが異なることが知られており、Qパラメ

ータ[4]（Q = 2πλd/(nave.Λ)。ただし、λは波長、

d は厚さ、nave.は平均屈折率、Λ は格子周期で

ある。）と呼ばれる値で分類できる。本研究で

は、Bragg領域（Q > 10）、Raman-Nath（Q < 1）

領域および中間領域のそれぞれの場合におい

て、Fig. 1の xz平面を入射面として斜入射した

場合の入射角依存性を実験と理論解析によっ

て検討した。Figure 2は、回折効率の入射角依

存性における半値全幅を Q パラメータごとに

計算した結果である。Q = 1で一軸異方性の結 

 
Fig. 1. Schematic of the beam incidence. In this work, the 
xz plane was used as an incident plane. 

 
Fig. 2. Calculated result of Q-parameter dependence of the 
full-width at half-maximum (FWHM) in the incident angle 
dependence of the diffraction efficiency. 
 

果と比較すると、6.7°だけ二軸異方性を用いた

場合の方が広くなることがわかった。また

Raman-Nath 領域から Bragg 領域に遷移するに

つれて、異方性の違いによる差異が小さくなっ

ていることがわかる。これは Bragg回折が支配

的になるためだと考えられる。 
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